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	 強的秩序が複数同時に存在するマルチフェロイック物質の研究において、その特有な物性の起

源解明に中性子散乱実験は必要不可欠なものとなっている。特に、磁場や電場、圧力といった特

殊環境下での中性子散乱実験は新奇物性の起源解明に大きな貢献をしている。 

	 本講演では、マルチフェロイックマンガン酸化物 Mn2GeO4 を用いた実験例をいくつか紹介したい。

当該物質は 5.5 K 以下でマルチフェロイック特性（強磁性と強誘電性の交差相関）が観測されてお

り[1,2]、このマルチフェロイック特性の起源がらせん成分及び強磁性成分を包含した多成分磁気

構造であることが中性子散乱実験から示唆されている。 

 同物質においてマルチフェロイック物質特有の電場及び磁場による物性応答が観測されている

ことから、電場及び磁場下偏極中性子散乱実験を行うことで、磁気構造・マルチフェロイックドメイ

ンの外場応答を微視的に観測した[3]。実験方法及び結果の詳細を報告する。 

 

また、別の摂動として圧力下での物性測定（磁化測定・比熱測定・誘電測定）及び中性子散乱

を行い、同物質の構造及び電気的・磁気的物性の詳細を観測した[4,5]。特に高圧下中性子散乱

実験は粉末及び単結晶試料を用いた実験を行っており、希有な実験である Paris Edinburgh セル

を用いた低温高圧下単結晶中性子散乱に関しては、実験準備過程や方法まで詳細に紹介する

[6]。 
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